
韓国では夫をどう呼ぶか一日本語との対照を交えて一

韓  先 熙

I はじめに

妻は夫をどう呼ぶか、また第二者に対してどう表現しているか。正しい呼

び方をするように言われているが、実際、それぞれの場面で適切な呼称を使

うということはたいへん難しい。そこで今回は、都市化
0産業化が急速に進

み、核家族化の比重が高まりながらも依然大家族制度が根強く残る韓国で夫

はどう呼ばれているかを調査してみた。まず、妻から夫への呼びかけ言葉と、

第二者との会話で妻が夫を話題にする場合に使う夫の呼称、ならびに使うの

が望ましいと思われる呼称などを調べて、日本語との対照を交えて考察する。

Ⅱ アンケー ト調査

調査はソウル首都圏に住む主婦 122人を対象に行い、子どもがある人とな

い人に分けて年齢の分布を示した。また、二人だけの時に使う呼称と子ども

がいるときに使う呼称を分けて示した (表 1～ 表 2-1)。

く表 1>年 齢 構 成

子ども有り 子ども無し 全 体

20 代 5( 5.3) 25(92.6) 30(24.6)

30  代 27(28.4) 2( 7.4) 29(23.8)

40 代 40(42.1) 40(32.8)

50代以上 23(24.2) 23(18。 9)

計 (率 ) 95`2:(77.9) 27名 (22.1) 122名 (100)
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<表 2> 妻が夫を呼ぶとき

く表 2-i> 二人だけの場合の年齢構成

*60代以上は数がすくないので50代に一緒に入れ50代以上とする。

-71-

二 人 だ け の 場 合

子どもの前で

39(41.1)

44(46.3)

2(2.1)

子ども有り こども無し 全 体

。1  ■ (呼び方) 46(48.4) 3(11。 1) 49(40。 2)

○○。}叫  (パパ) 24(25.2) 1(3.7) 25(20.5)

○ ○ 列 (氏 ) 7(7.3) 11(40。 7) 18(14.8)

ス}  冽 (自己) 11(11.6) 10(37.0) 21(17.2) 4(4.2)

上 川■ (見て下さい) 5(5。 3) 5(4.0) 5(5。 3)

そ の 他 2(2.1) 2(7.4) 4(3.3) 1(1.1)

計 (率 ) 95(100) 27( 100) 122( 100) 95名 (100)

20 代 30代 40  代 50代以上 全 体

可   ユ 3(10.0) 9(31.0) 25(62.5) 12(52.2) 49(40.2)

○○。}」ト 2(6。 7) 6(20。 7) 11(27。 5) 6(26.1) 25(20.5)

○   州 12(40.0) 6(20.7) 18(14.8)

ス}   フ: 11(36.7) 6(20。 7) 3(7.5) 1(4.3) 21(17.2)

上 川 ■ 1(3.4) 1(2.5) 3(13.0) 5(4.0)

その他 2(6.7) 1(3.4) 1(4.3) 4(3.3)

計 (率 ) 30( 100) 29( 100) 40( 100) 23( 100) 122名 (100)



(1)夫への呼びかけ言葉

呵■という呼称は、呵冽ユ■の縮まった形で、もともと
「こっちをみろ

よ」の意味をもっている呼びかけの言葉である。夫婦間でもっともよく使

われ、妻から夫を、逆に夫から妻を呼ぶときにも用いることができる夫婦

専用の呼称である。

ここでは、 122人のうち、49人 (40.2パーセント)も使っていて、韓国

での夫婦の呼称として定着度の高いことが分かる。日本語の
「あなた」が

妻が夫を呼ぶときは使えるが、夫が妻を呼ぶときにはほとんど使われて
い

注 l

ないのとは異なり、夫婦間で互いに使える、かなり平等な言い方だと言

える。表 2-1に見られるように、20代には少なく、40代の40人中25人

(62.5パーセント)や 50代以上の23人中12人 (52.2パーセント)に多くな

っていて、結婚したばかりの夫婦より年を重ねた夫婦によく使われること

が分かる。

子どものいる場合といない場合を別々に見ると、子どものない人は
q■

の比率はかなり減っていて (11.1パ ーセント)、 そのかわり名前に月 (さ

ん)をつけた呼び方が増えている (27人中11人、40。 7パーセント)。 これ

は子どものいる家庭では父称が多く使われ、いない家庭では名前を呼
ぶ率

注2

が高く表れた日本の調査と同じような傾向を見せている。

次に多く使われている言葉は○○。1口}(○○の
パパ)で、子どもの名前

を。l■の文頭に置く呼称で、30代から50代以上にかけて多く使われ
ている。

これは子どもにたよった子ども主体の呼び方で、子ども
の前ではやはりそ

の率がもっとも高くなっている。夫の名前を直接呼ぶ
のに比べて意味がそ

の分やわらげられる効果がある。

この呼び方には、子どもの名前をつけずに、
Ol'ロトと呼ぶ場合も含まれて

いると思われるが、その場合普通、妻の実家の父を指すか、子ども
の父を

指すのか区別がつかないので用いられることは多くは
ない。韓国の伝統儀

礼研究家の金福吉氏は、。}口|の呼び方は、韓国語
の言い方が定着する前に

日本から入ってきた言い方で、本来の韓国の礼儀に合わな
いものであると
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指摘し使わないようにと述べているが、日本では今でもよく使われている。

韓国では子どもの名前を入れた○001叫が多く使われているが子どもを中

心にし、夫婦対等な立場から言っているもので時と場合を選ばず、どこで

も使えると考えられているからであろう。これは、現在の韓国社会の特質

を表しているものではないかと思う。

その他、スレ1(自 己)があるが、スレlは もともと再帰代名詞が二人称に

転じ、さらにまた呼称になったものである。名前に「氏」をつけた呼称と

ともに、20代を中心とする若者の間でよく用いられている。ただし、この
注4

スレ|については異論もあるが、実際20代に36。 7パーセントも使用例が見ら

れるように、若い人には抵抗感なく用いられていることが分かる。

「こっちを見てください」の意味をもつユ到■は、30代や40代にそれぞ

れ 1人、50代以上に3人いるが、これは呼称を使わずに日と態度で示し、

それが相手に対する敬意の表し方だと思われた昔の用法の影響を受けたも
注5

のだと思われる。現在、夫婦間の呼称は必要ないと主張する学者もあるが、

今回の調査で分かるように、今では夫に対 して敬意のこもった呼称を使

うよりは、男女の平等感のあるさまざまな呼称を用いることが多いようで

ある。
注6

ちなみに、1987年度の徐正沫による調査を見ると、次のようになってい

る。

<表 2-2>

呵 ユ
○○。1叫 |

(CЮの パヾ】
ノ‐

己

朴
自

¶ スト
(所有者)

り を
(令 監) 合  計

370(65.5) 5(0。 9) 7(1.2) 565(100%)

この表と、今回の調査と比べると、現在は呵ユが少なくなり、○○軒叫

(○○のパパ)はそれほど変わっていない。その代わりに、名前、スレ1な
どを使う傾向が強くなり、また、○州という「氏」をつける呼び方が表れ

ている。年齢別の表がないので比べられないところもあるが、当時と比べ
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夫の呼び方が多様になったとも言える。また、電濤や哺ななどの主従関係

を表す言葉 (Ⅲ参照)よ り、平等な関係を表す呼び方を求める主婦が増え

てきたことによるものではないかと思う。

(2)第二者に対して夫を指す言葉

夫を第二者に話すときにどのような呼称を用いているか調べるために、

次のような質問とアンケー ト調査を行った。

質問 1 夫の上司から家に電話が掛かってきたとき。「今日、夫は遅れ

ると言っておりました」と答えた場合、「夫」の部分をなんと言

いますか。

質問 2 デパー トで店員に対して、「夫の服を選んでいます」と言った

とき、「夫」の部分をなんと言いますか。

質問 3 友人に対して、「夫が出張に行った」と言うとき、「夫」の部

分をなんと言いますか

質問 4 実家の母に、「夫が出張に行ったのよ」と言うとき、「夫」の

部分をなんと言いますか。

以上の 4項目の結果を示したのが表 3と 表 3-1で ある。日本では遠藤

織枝氏の調査などで主従関係を思わせる言葉として論議の的にな
っている

「主人」が圧倒的に多かったが、韓国の場合、夫に対する呼称に多様性が

見られる。

まず質問 1の改まった場面では、ユ
。l(彼)が 39人 (32.0パーセント)

で一番多く、次に○○。1口I(○○のパパ)が 33人 (27.0パ ーセント)、 そ

の次が嗜嘔 (男便)が 22人 (18.0パ ーセント)である。ユ
。lは待遇の表現

が多少入っている言葉であるが、上司に身内を敬意を持った言葉で表現す

るのは、日本語には見られない傾向である。韓国語には
「圧尊法」という

待遇のきまりがあって (日本で言う相対敬語にあたる)、 年上に対しては、

身内を低く言うことになっているが、実際はほとんど守られていな
い。

身分を中心にして尊敬すべきだと思われる人に対しては、話し相手に関
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注8

わりなく身内についても敬意を持った表現を用いる。そうすることがむし

ろ相手に対する礼儀だと思われているからである。今回の調査でユ。!(彼 )

の使用頻度の一番高かったのもこのためであろう。ここで多く使われてい

るのは上司に対して失礼でなく、夫に対してもある程度敬意を込めて言え

るからであろう。

その他、夫を表す嗜電 (男便)が 22人 (18.0パ ーセント)である。これ

は夫を表す語の中で一番古くから使われたもので (Ⅲ参照)、 新聞などの

文章体でも多く用いられる。この質問の年代の差を見てみると(表 3-1)、

40代の40人中19人 (47.5パーセント)が○00「l(○○のパパ)を使い、
20代の人は30人中13人 (43.3パーセント)がュ01(彼 )を使っている。こ
れはやはり40代は結婚して、ある程度年月が経っているから子どもの名前

を付けた平凡な表現を求めている結果だと思われる。また、若い人が、

ユ。lを好むのは、ややあか抜けた感じを与えるからのようだ。

逆に、50代以上では夫を日曜 讐せ (両班)23人中 5人 (21.7パーセント)

と呼ぶことが多くなるが、これは夫に敬意を与える言葉であるため、若い

世代では好まれず30人中 1人 しかいなかったのだと思われる。

次に、質問 2のデパー トにおける表現であるが、 1嗜嘔 (男便)の使用が、
年齢の差に関わりなく圧倒的に多い。これは、公の場では、自分の感情を

入れずに、世の趨勢にしたがい夫を客観的に言おうとする志向の表れと見

られる。

嗜電 (男便)と ともに目立つのは、千望 (主人)の使用である。50代以
上の人に1例みられる。子望という言葉自体は1945年の終戦後に日本から

流入してきたと言われている。多くはないが、年齢の高い人に使われてお

り、若い世代での使用はほとんど見られない。

質問 3の友だちに言うときは、全体的には00ol叫 (ooのパパ)に比
べ、ユ。l(彼)の使用頻度が多少上回るもののそれほど差はない。使用世
代を見るとやはリュ。1の場合は20代を中心に若い世代の比重が増し (20代

30人中15人 )、 逆に○00}叫の場合は40代の比重が増す (40代40人中19人 )8
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<表 3> 話し言葉の中の夫の呼び方
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注 7

<表 3-1>話 し言葉の中の夫の呼び方 (年齢別)(実数のみ示す)

20代 30代 40代 50代以上 計

3 33

4 22

7 39
質

　

　

問

質

問

Q Q olr[(ztt t) 20

せ  電 (男便)

ユ  。|(彼 ) 13 11

○ ○ 」(氏 ) 12

H卜嗜讐せ (両班) 10

型  サ(新郎)

□ 位

そ  の  他

計 30 29 40 23 122名

○ ○ 。l●} 12 18

66

8

2

嗜     宅 20 17 18 11

ユ 。†

○ ○  州
口}4讐 せ 11

子   嘔(主人)

電  者(令監)

十可」ストせ(うちの人) 2

9d 著

そ  の  他

計 2930 40 23 122名
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○ ○ 。l叫

嘔

。
l

○  ○  州

日14嗜 せ

♀■■ ス}せ

を

せ

そ  の  他

計

口
●

ユ

電

型

質

問

19 36

15 12 41

13

122名30 29 40 23

質

問

○ ○ 。}叫 10 13 30

嗜    電

。
1ユ 14 32

○  ○  月

日lそ 讐 せ

。}  電 (父さん) 15 13 35

十■■ 朴嗜

青型

せバ

そ  の  他

計 30 40 122名
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場合は40代の比重が増す (40代40人中19人)。 ユ。|は、質問 1の改まった

場合での使用の頻度も高かったが、これはユ。1が改まった感じと用いやす

さの両面の性格を持っているからであろう。

ところで、電・■ (男便)を用いる人はかなり減り、それに代わって名前

に日本語の「氏」にあたる○○列を使う人が13人、祖嗜 (新郎)が 12人と

いう結果になった。○○州 (氏)は 20代に30人中8人 (26。 7パーセント)

いたが、これは結婚して間もない新婚の夫婦に、結婚前の呼び方の習慣が

そのまま残ったものであろう。また4■についても、結婚したときの言い

方がそのまま残ったものであると思われる。普通、d嗜は結婚直後の新婦
が夫を呼ぶときに用いられるものである。

質問4の実家の母に言うときに目立つのは、Ol電 /。1口|の言い方である。

これは、夫を卑下して言うもので、前にも述べた「圧尊法」にあたる用法

である。すなわち、実家の母に対して夫を自分 (妻)に属すると見る立場

から言うもので、若い人よりは、年齢の高い人の使用の頻度が高い。次に

目立つのは月嗜 (書房)である。これは元来、官職についていない若い男
注9

性を指すものであったが、しだいに夫の意味を持つようになり、これに

■ (さん)を付けて夫の呼称として定着したようである

現在あまり使われていないが、実家の母に対して夫の呼称として、むこ

の意味で使われているものと思われる。

Ⅲ 辞書に見る夫の呼称の意味とその用例
前項では、調査を基に、現在韓国で用いられている夫について述べてきた

が、ここでは夫についての呼称のいくつかを選び、辞書・小説などをもとに

語釈、使用法の変遷を用例に則して考察する。

(1)夫を呼ぶ言葉

一 。1■ .―

これは古い辞書には載っていない。1947年にハングル学会から刊行され

た『署ス}d(大辞典)』 には、「朝ニスl■のやや卑語」と記載されており、
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1965年の『川tl嘔「ス}社 (新ハングル辞典)』 にも同じ語釈が与えられてい

る。ところが1975年に韓国語辞典編纂会による『暑嘲朴社 (大国語辞典)』

には、第二の意味として、「夫婦間でお互いを呼ぶ言葉」が出ている。こ

れをみると1945年の終戦直後から急速に用いられるようになったと見られ

るが、小説の中では、すでにそれ以前に用例が見える。

」里,ユ項。1テ舎嗜告。1■ ?子舎割
=ユ
専珂書。lス|ユ狽せせ。1■ ?

ョボ、どうしてそう言うんですか。どんな罪を犯したのですか ?

(李人植『銀世界』1908)

他にも、この小説においては、01■以外にも可ュス;■の例も見える。

二塁」ユ,ユ裂。1 早舎 嗜各。l■ .起刻 し}書 二司せ 銀ユ嘔 ・̈

ョボショ、どうしてそう言うんですか。たやすく出る方法さえあれば…

これ以外にも、次のように弟が姉に呵■を使う用例も見える。

」塁 〒Ч! 十■■■ 01社せ ■電ヨ…
おねえさん、わが囲二千万人の…

これを見ると、当時は呵■が夫婦間だけでなく用いられていたと考えら

れる。呵■と呵ユス1■の両方が用いられたようであるが、時代を下り1920

年代の小説では、夫婦間では、朝ユの使用例は見られるものの、呵■
ス1■

はあまり出てこない。

」ュ,=司フ}敷▲? =司ノl 可司叫 子・子司.

ヨボ、ヨンレ (娘の名前)が来たの。ヨンレをつれてきてくれよ。

(桂曙海『紅焔』1927)

このように、人を呼ぶものであった朝上がしだいに夫婦間だけで用いら

れるようになり、それが現代に入り夫婦間での使用にのみ用いられるよう

になったと考えられる。
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― ¶ 対 ―

『川tlせスト社 (新ハングル辞典)』 (1965)によると、

① 持ち主、所有者
② 新しい間柄で用いられる二人称代名詞で、相手を呼ぶ言葉
呵千。|ス14(大国語辞典)』 (1975)によると

① 持ち主、主

② 上手にあやつることのできる人
③ 二人称代名詞
④ 夫婦が互いを呼ぶとき用いる
『十司嗜暑料電 (わが言葉大辞典)』 (1922)に は、

① 持ち主

② 物、動物を操る人
③ 新しい間柄で用いられるもの
④ 夫が相手を呼ぶもの
などと書かれている。これらの辞書だけを見ると、元来持ち主や相手に対

して使われていたものがしだいに夫婦間でも用いられるようになったもの

と考えられる。

4杢 ! 望」し}フ}子司

いや、あなただけ行きなさい  (羅稽香鼎 ■01(水車)』 1925)

ただし、この呼称は主従関係や古くささを感じさせるため、表 2-2の
ように、今ではほとんど使われていない。今回の調査では一例も出てこな

かった。

このほか、電|を (令監)があったが、これは古くから使われていたらし

い。1947年の『モス}社 (大辞典)』 には、①歳をとった夫を呼ぶもの、お

じいさん ②老人を高めて呼ぶもの ③正三品・従三品の管理の称、など
と出ている。これは、最近になりだんだん使われなくなり、年をとった人

も最近では■■や○○。}叫を使っている。
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(2)夫を指す言葉

_磐 竜
ン
(男便)一

これは、古い辞書や文献に登場することから見て、かなり以前より使わ

れていたようだ。

『李朝語辞典』 (延世大学出版部 1964年 )に、

① 男性 :『月印釈譜』 (1758年 )8:93～ 94

②  夫 :『小学諺解』 (1587年 )6:75

と書いてある。元来、「男子」の意味が「夫」の意味を持つようになり、

現在では代表的な夫の呼称の一つであり、書き言葉のなかではほとんどこ

の言葉が用いられている。

一年 t(主人)一
注7

これは、日本でもっとも頻繁に用いられる夫の呼称である。しかし、つ

とに指摘されているように、この言葉は「ぬし、支配する者、頭、中心と

なる者」という意味を持っており、夫婦間の関係が対等だとの意識を持っ

ている者にとって、使いにくい言葉である。

韓国においては、よく用いられる「主人」の意味は、「夫」ではなく、

「一家の主」「所有者」の意味で用いられている。

子嘔♀ =スl 姜せユニ………

主人は きけなかったために ・̈      (李 人植『銀世界』1908)

1960年代までの辞書には、

① 一家の主
② 持ち主

③  (客に対する)主人・主

④ 雇い主
などの意味しかなかったが、1975年の 嘲 千01ス}社 (大国語辞典)』 には

「夫」の意味が加えられている。

これは、昭和28、 29年頃に「夫」の意味が加えられた日本語の「主人」
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の影響であったと思われる。ただし韓国の場合、日本のようには「主人」

が広まることはなかったが、それは「主人」という言葉が広まる以前にす

でに嗜通のような言葉が定着していたため、あまり浸透しなかったからで

あろう。

一■を導さ (両班)一
夫を指す言葉として、○○。}叫、ユ。:、 嗜モ、の次に目立つのが口lせ讐

せである。これはせせ (両班)とその意味の日|｀そがついて夫の意味になっ

たものである。嗜せは、高麗 0李氏朝鮮時代の文官 (東班)と武官 (西班)

を併せたもので上流階級や男性の立場を高めて言うようになったもので

ある。夫の意味で使われるようになったのはそれほど古いことではなく、

1970年代の辞書にも夫の意味はなく、「夫を高めて言う語」の意味が辞書

に登場したのはそれ以降のことになる。夫に対して敬意を込めて言うとき

使われたようで、やはり若い人はあまり使ってはいない。主従関係を思わ

せ、そのうえ古風な感じを与えるためだろう。

Ⅳ 相手の「夫」の呼び方
いままで、夫を呼ぶときや、他人との会話で夫をどう表現しているかを調

べてきたが、相手の「夫」をどう呼んでいるかを、やはり同じ主婦 122人 に

聞いたみた。その結果をまとめたのが、表 4である。

質問は、話し相手に、「夫の名前はなんですか」とたずねる場合に、「夫」

をどう述べるかである。

全体的には、○00}叫と日曜讐せが多い。20代には○○。}叫と嗜電が同じ

く30人中8名 (26。 7パーセント)で最高位であり、30代では○○。}■が29人

中9人 (31.0パーセント)で最高位となっている。

中でも、最も高い頻度を示したものが、日}:せ讐せである。30代で29人中 7

人 (24。 1パーセント)、 40代で40人中14人 (35パーセント)、 50人以上の場

合23人中 8人 (34.8パ ーセント)も使われている。

すでに述べたように、讐せという言葉には夫を高める意味が入っているの
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で、話し相手の夫に対して使われているようである。また、千嘔も20代、30

代での使用は1回 もなく、40代、50代以上にそれぞれ 2回と4回となってい

る。これをみると、韓国では若い世代ほど、対等なひびきをもつ言葉を選び、

讐せや子望のように妻が夫の所有物ないし従属関係をもつような呼称の使用

を拒んでいると思われる。

<表 4> 相手の夫の呼び方

20代 30 代 40  代 50代以上 計

○ 001叫 (パパ) 8(26。 7) 9(31.0) 11(27.5) 4(17.4) 32(26.2)

嗜   電 (男便) 8(26.7) 8(2■ 6) 3(7.5) 5(21.7) 24(19.7)

ュ  。l(彼 ) 1(3.3) 1(0。 8)

○ ○ 州 (氏 ) 2(6。 7) 2(6.9) 5(12.5) 1(4.3) 10(8.2)

千   ¶ (主人) 2(5。 0) 4(17.4) 6(5.0)

HIせ 讐せ (両班) 4(13.3) 7(24。 1) 14(35.0) 8(34.8) 33(27.0)

d   せ (新郎) 6(20.0) 2(6。 9) 3(7。 5) 11(9.0)

そ の 他 1(3.3) 1(3.4) 2(5.0) 1(4。 3) 5(4.1)

計 30(100) 29(100) 40(100) 23(100) 122名 (100)

V 一番望ましいと思われる夫の呼び方

最後に、自分は使っていなくても、一番望ましいと思われる夫の呼び方を

次の 4項目に分けて答えてもらった。

① 夫を呼ぶとき
② 話し相手の夫を呼ぶとき

③ 父母に対して夫についてふれるとき

④ 友だちや目下に対して夫についてふれるとき

①については可ュが圧倒的に多い。現在は使っていなくても、いつかは使

いたいという願望が含まれていると思われる。
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く表 5> のぞましいと思われる呼び方
お

決
８

】

Ｎ
Ｎ

【

゛
ミ
【

訳
８

¨

や
ミ

¨

゛
Ｎ
¨

翠
Ｓ
ヤ

０
●

卜
い

一
ｒ

一
尋

口
国
］

¨
●

卜
．ｎ

０
゛

卜
“

（く
３
０

中

ｔ

マ
Ｔ
＋

一
ヽ
Ｒ
ホ
い
０

∞
８

∞
‘

０
●

（く
０
（
”“
）

て
下
す

よ

」
ト

∞
ざ

∞
‘

■

一

（＝
ぐ
）

や
　
Ｐ

晨
　
、
ｍ

∞
‘

（聰
●
）

，
　
マ

∞
‘

∞
●

（く
州
）

り

●

ヽ
ヽ

”＋

ｎ
Ｎ

（ヨ
お
）

や
　
マ

ヽ
い
　
ヽ
ヽ

一
“

「

一

∞
●

、 、‐

卜
●
【

Ｎ
ド
”

【
Ｎ

Ｏ
Ｎ

０
．０

（ロ
コ
）

一ヽ

費

キ

■
ト

【
尋

＾
α

）

Ｔ

｛ｏ

■

ト

Ｏ
Ｎ
”

（
轟
臓
）

ウ
，
中
十

ヽ
ミ

ー

ぃ
賽

”
．０

マ
‘
¨R

【
尋

０
゛

（
督

）

一ｏ

日

ヽ
　

ヽ

ｎ
Ｎ

“
“
「

り
【

０
．ヽ

（
″
ヽ
γ
ヽ
）

■

８

ｏ

く

ト
鷺

〓

０
“
”

卜
‘
“

【
Ｎ

ヽ

（軍
魏
）

，

，

ヽ
■

■

０
●

０

お

】

Ｒ

〓

（沢
ヽ
む
）

「
　
τ

」

一

■

８∞
ト

「

詢
“
き
や
Ⅸ

枷
型
贅
，

掏
Ⅸ
Ｏ
滞
妻

．
Ｎ

「

”

い
価

や
Ⅸ
２
嗽
α

枷
却

い
枷
り
一ト
ロ

０

い

裂

褐

- 85 -



②話し相手の夫を呼ぶときは、○○。}叫 (○○のパパ)が47人 (38.5パー

セント)、 日曜 せせ (両班)が 20人 (16.4パーセント)の比率を示している。

相手に敬意を込めて言うよりは、より用いやすい○○。}叫が好まれていると

いうことになる。

③自分の父母に夫のことについて言うときは前の調査と同じように、
。}電

(夫を卑下した者)が多く、次いで嗜電 (男便)となっている。この中で、

。}電を使うという人はやはり年齢の高い人である。

④友だち、日下に言うときは、○○軒叫、ユ
。
l、 嗜電の比率に大差がなく、

バラエティーに富んでいる。要するに相手の年齢の変化に従い夫の呼称を変

えていっているのである。結婚直後はユ。1などを使うが、子どもの誕生なら

びに成長に伴い○○。}口}を好んで使うようになると思われる。

Ⅵ おわりに

以上、夫の呼称についてアンケー ト調査や辞書の語釈をもとに考えてみた。

場面によって、呼び方がそれぞれ異なるが、場面よりも世代によってそ
の傾

向が異なるということが分かった。

夫を指す呼称として、20代の人はユ
。1や名前に「氏」をつけた呼び方を好

み、30代や40代の人は○○。}口}(○○のパパ)の比率が高い。年齢が高くな

るにつれて夫に敬意をこめて言ったり、主従関係を表すような呼び方も多く

見られる。呼びかけの場合も同じような傾向が見られる。

言い換えれば、最近の人は、できるでけ平等な呼称を求めていると言える

が、必ずしもそうだと言い切れない面もある。日本で自分の夫を
「主人」と

言ったり、相手の夫を「ご主人」と呼ぶのは、主従関係の表れと言うよりは、

ほかに適当な言葉がなかったり、習慣で使う場合があるからである。韓国で

若い人が主従関係の言葉を避けようとしていることが、日本より女性の意識

が進んでいることにつながるとは言えない。ただ日本より呼び方の種類が多

くて、若い人が選んで使うことのできる幅が広いとも言える。実際、どれを

使うか分からないという人も多かったのである。
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言葉を通して、その背景にある社会や文化を見つめ直すことは大切なこと

だと思うが、今回の調査で韓国の主婦たちは、夫の呼称は夫婦対等な立場か

ら互いに尊敬し合うことのできるものを使いたいと言い、男尊女卑の考え方

は改められなければならない、という意見が多かった。最近の韓国の女性は

わずかずつではあるが、1日来の男尊女卑の社会制度を否定し、女性が無視さ

れてきた封建思想を引きずる社会から脱皮しようともがいているところなの

ではないかと思われる。
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